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概要：継続を基本とする C と互換性のある言語、 Conitinuation Based C(CbC) を用いて
OSの実装を考案した。状態遷移単位で OSの処理を実装することで、処理の入出力が明確
化され、定理証明支援系に適した表現形式で処理が記述可能である。ここでは現在 CbCを
用いて開発している OS、 GearsOSについての実装及び今後の展望について考察する。
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1. 証明可能なOS

コンピュータ上で動作するあらゆるソフトウェ
アや資源を管理する OS は、 高い信頼性が保証
されてほしい。信頼性の保証にはテストプログラ
ムを用いた検証や、 形式手法を用いた証明を使
う手法が存在する。頻繁に並列処理を行う OSで
は、 スレッド間の共通資源の競合などの非決定的
な実行を行う。OSの信頼性を保証する上ではテ
ストやデバッグを用いる手法では、 発生しうる状
態を完全に保証するのは困難である。テストを用
いる方法ではなく、 形式手法的なアプローチを
用いて OSの信頼性を保証したい。そのためには
定理証明支援系などで証明が可能な形式と、 等
価な形式で OSを記述する必要性がある。現在開
発している GearsOSは、 継続を基本とする言語
Conitinuation Based C(CbC)で実装されている。
CbCは状態遷移単位での実行であり、 他の状態
に遷移する際に今までの環境を持たない。そのた
め、 CbCで実装した処理は入出力が明確化され、
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定理証明支援系で表現可能な形式にする事が可能
である。
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